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日商１級　工業簿記・原価計算３

問題編　答案用紙
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CHAPTER 02－❶／7問 全部原価計算と直接原価計算①

問１

問２

損　益　計　算　書 （単位：円）

Ⅰ　売 　 上 　 高 （ 11,700,000 ）

Ⅱ　売 上 原 価

１．期首製品棚卸高 （ 1,170,000 ）

２．（当期製品製造原価） （ 7,030,000 ）

合 計 （ 8,200,000 ）

３．期末製品棚卸高 （ 1,480,000 ） （ 6,720,000 ）

（売 上 総 利 益） （ 4,980,000 ）

Ⅲ（販売費及び一般管理費） （ 1,750,000 ）

営 業 利 益 （ 3,230,000 ）

損　益　計　算　書 （単位：円）

Ⅰ　売 　 上 　 高 （ 11,700,000 ）

Ⅱ　変動売上原価 （ 5,100,000 ）

（変動製造マージン） （ 6,600,000 ）

Ⅲ（変 動 販 売 費） （ 450,000 ）

（貢　 献　 利　 益） （ 6,150,000 ）

Ⅳ（固 定 費）

１．製 造 間 接 費 （ 1,710,000 ）

２．販売費及び一般管理費 （ 1,300,000 ） （ 3,010,000 ）

営 業 利 益 （ 3,140,000 ）



3日商１級　工業簿記・原価計算３　答案用紙

CHAPTER 02－❷／7問 見出全部原価計算と直接原価計算②

問１

損　益　計　算　書 （単位：円）

Ⅰ　売 　 上 　 高 （ 2,160,000 ）

Ⅱ　売 上 原 価

１．月初製品棚卸高 （ 162,500 ）

２．当月製品製造原価 （ 1,046,000 ）

合 計 （ 1,208,500 ）

３．月末製品棚卸高 （ 261,500 ）

差 引 （ 947,000 ）

４．原 価 差 額 （ 27,000 ） （ 974,000 ）

売上総利益 （ 1,186,000 ）

Ⅲ　販売費及び一般管理費 （ 370,000 ）

営 業 利 益 （ 816,000 ）
問２

損　益　計　算　書 （単位：円）

Ⅰ　売 　 上 　 高 （ 2,160,000 ）

Ⅱ　変動売上原価

１．月初製品棚卸高 （ 102,500 ）

２．当月製品製造原価 （ 646,000 ）

合 計 （ 748,500 ）

３．月末製品棚卸高 （ 161,500 ）

差 引 （ 587,000 ）

４．原 価 差 額 （ 18,000 ） （ 605,000 ）

変動製造マージン （ 1,555,000 ）

Ⅲ　変 動 販 売 費 （ 126,000 ）

貢 献 利 益 （ 1,429,000 ）

Ⅳ　固 　 定 　 費

１．加 工 費 （ 369,000 ）

２．販売費・一般管理費 （ 244,000 ） （ 613,000 ）

営 業 利 益 （ 816,000 ）
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CHAPTER 02－❸／7問 全部原価計算と直接原価計算③

問１

損　益　計　算　書 （単位：円）

Ⅰ　売 　 上 　 高 （ 10,080,000 ）

Ⅱ　売 上 原 価

１．期首製品棚卸高 （ 426,000 ）

２．（当期製品製造原価） （ 5,300,000 ）

合 計 （ 8,200,000 ）

３．期末製品棚卸高 （ 636,000 ） （ 5,090,000 ）

（売 上 総 利 益） （ 4,990,000 ）

Ⅲ　販売費及び一般管理費 （ 875,000 ）

営 業 利 益 （ 4,115,000 ）



5日商１級　工業簿記・原価計算３　答案用紙

問２

損　益　計　算　書 （単位：円）

Ⅰ　売 　 上 　 高 （ 10,080,000 ）

Ⅱ　変動売上原価

１．期首製品棚卸高 （ 320,000 ）

２．（当期製品製造原価） （ 4,000,000 ）

合 計 （ 4,320,000 ）

３．期末製品棚卸高 （ 480,000 ） （ 3,840,000 ）

（変動製造マージン） （ 6,240,000 ）

Ⅲ（変 動 販 売 費） （ 480,000 ）

（貢　 献　 利　 益） （ 5,760,000 ）

Ⅳ（固 定 費）

１．加　　工　　費 （ 1,275,000 ）

２．販　　 売　　 費 （ 155,000 ）

３．一 般 管 理 費 （ 240,000 ） （ 1,670,000 ）

直接原価計算方式の営業利益 （ 4,090,000 ）

固 定 費 調 整 額

＋ ） 加 算 項 目

期末製品に含まれる固定製造原価 （ 156,000 ）

期末仕掛品に含まれる固定製造原価 （ 70,000 ） （ 226,000 ）

－ ） 減 算 項 目

期首製品に含まれる固定製造原価 （ 106,000 ）

期首仕掛品に含まれる固定製造原価 （ 95,000 ） （ 201,000 ）

全部原価計算方式の営業利益 （ 4,115,000 ）
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CHAPTER 02－❹／7問 固定費調整

問１

損　益　計　算　書 （単位：円）

Ⅰ　売 　 上 　 高 24,000,000

Ⅱ　変動売上原価 （ 12,897,600）

貢　献　利　益 （ 11,102,400）

Ⅲ　固 　 定 　 費 （ 8,025,600）

直接原価計算方式による営業利益 （ 3,076,800）

期末棚卸資産に含まれる固定費 （ 455,400）

計 （ 3,532,200）

期首棚卸資産に含まれる固定費 （ 1,115,400）

全部原価計算方式による営業利益 （ 2,416,800）

全部原価計算方式による営業利益 2,415,600 円

問２



7日商１級　工業簿記・原価計算３　答案用紙

CHAPTER 02－❺／7問 直接標準原価計算①

損　益　計　算　書 （単位：円）

Ⅰ　売 　 上 　 高 （ 31,200,000 ）

Ⅱ　標準変動売上原価 （ 15,200,000 ）

（変動製造マージン） （ 16,000,000 ）

Ⅲ　実際変動販売費 （ 612,000 ）

（標 準 貢 献 利 益） （ 15,388,000 ）

Ⅳ　標準変動費差異 （ 30,000 ）

実 際 貢 献 利 益 （ 15,418,000 ）

Ⅳ　固 定 費

１．製 造 間 接 費 （ 4,920,000 ）

（予　 算　 差　 異） （ 80,000 ）

２．販売費及び一般管理費 （ 1,053,000 ） （ 6,053,000 ）

営 業 利 益 （ 9,365,000 ）
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CHAPTER 02－❻／7問 直接標準原価計算②

問１　全部標準原価計算による損益計算書

（注１）不利差異は金額の前に△を付すこと。

（注２）能率差異は変動費と固定費の両方から算出すること。

損　益　計　算　書 （単位：円）

Ⅰ　売 　 上 　 高 （ 58,900,000 ）

Ⅱ　標準売上原価

１．月初製品棚卸高 （ 4,800,000 ）

２．当月製品製造原価 （ 36,000,000 ）

合 計 （ 40,800,000 ）

３．月末製品棚卸高 （ 2,800,000 ） （ 38,000,000 ）

標準売上総利益 （ 20,900,000 ）

Ⅲ　標準原価差異

１．価　格　差　異 （ 620,000 ）

２．数　量　差　異 （ △ 200,000 ）

３．賃　率　差　異 （ △ 450,000 ）

４．時　間　差　異 （ △ 480,000 ）

５．予　算　差　異 （ 520,000 ）

６．能　率　差　異 （ △ 360,000 ）

７．操 業 度 差 異 （ △ 400,000 ） （ △ 750,000 ）

実際売上総利益 （ 20,150,000 ）

Ⅳ　販売費及び一般管理費 （ 6,310,000 ）

営 業 利 益 （ 13,840,000 ）



9日商１級　工業簿記・原価計算３　答案用紙

問２　直接標準原価計算による損益計算書

（注）不利差異は金額の前に△を付すこと。

損　益　計　算　書 （単位：円）

Ⅰ　売 　 上 　 高 （ 58,900,000 ）

Ⅱ　標準変動売上原価

１．月初製品棚卸高 （ 3,840,000 ）

２．当月製品製造原価 （ 28,800,000 ）

合 計 （ 32,640,000 ）

３．月末製品棚卸高 （ 2,240,000 ） （ 30,400,000 ）

標準変動製造マージン （ 28,500,000 ）

Ⅲ　標準変動販売費 （ 1,045,000 ）

標準貢献利益 （ 27,455,000 ）

Ⅳ　標準変動費差異

１．価　格　差　異 （ 620,000 ）

２．数　量　差　異 （ △ 200,000 ）

３．賃　率　差　異 （ △ 450,000 ）

４．時　間　差　異 （ △ 480,000 ）

５．予　算　差　異 （ 200,000 ）

６．能　率　差　異 （ △ 120,000 ）

７．変動販売費差異 （ △ 15,000 ） （ △  445,000 ）

実際貢献利益 （ 27,010,000 ）

Ⅴ　固 　 定 　 費

１．固定製造間接費 （ 8,000,000 ）

予 算 差 異 （ 320,000 ）

２．固 定 販 売 費 （ 1,950,000 ）

３．一 般 管 理 費 （ 3,300,000 ） （ 12,930,000 ）

直接標準原価計算の営業利益 （ 14,080,000 ）

固定費調整額 （ 240,000 ）

全部標準原価計算の営業利益 （ 13,840,000 ）
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CHAPTER 02－❼／7問 全部原価計算と直接原価計算の利益比較

問１　全部原価計算の営業利益は、直接原価計算の営業利益に比べて、

900,000 　円 （　大きい　・　小さい　）

※（　　）の中は適切な方を で囲みなさい。以下同じ。

問２　全部原価計算の営業利益は、直接原価計算の営業利益に比べて、

300,000 　円 （　大きい　・　小さい　）

問３　直接原価計算の場合、20×2年８月の営業利益は、７月の営業利益に比べて、

1,650,000 　円 （　大きい　・　小さい　）

問４　全部原価計算の営業利益は、生産量が10個あがるごとに、

30,000 　円 （　増加する　・　減少する　）



11日商１級　工業簿記・原価計算３　答案用紙

CHAPTER 03－❶／10問 固変分解①

CHAPTER 03－❷／10問 固変分解②

CHAPTER 03－❸／10問 CVP分析①

問１ ａ＝ 10 千円/時 ｂ＝ 1,400 千円

問２ ａ＝ 11 千円/時 ｂ＝ 1,100 千円

問１ 49,582,210 ＝ 12 ａ＋ 10,040 ｂ

41,629,357,700 ＝ 10,040 ａ＋ 8,438,400 ｂ

問２ ａ＝ 2,064,010 円 ｂ＝ 2,503 円/時

⎧
｜

⎨
｜

⎩

問１

売 上 高 7,500,000 円

問２

売 上 高 17,500,000 円

問３

売 上 高 20,000,000 円

問４

安全（余裕）率 25 ％
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CHAPTER 03－❹／10問 CVP分析②

CHAPTER 03－❺／10問 CVP分析③

問１

予想営業利益 960,000 円

問２

売 上 高 18,000,000 円

販 売 数 量 4,500 個

問３

安全（余裕）率 10 ％

問４

経営レバレッジ係数 10

問５

予想営業利益増加額 1,920,000 円

問１

⑴　税引前の目標経常利益額 3,600,000 円

⑵　目標経常利益額を達成する販売量 1,678 個

問２

目標経常利益率を達成する販売量 1,600 個



13日商１級　工業簿記・原価計算３　答案用紙

CHAPTER 03－❻／10問 CVP分析④

CHAPTER 03－❼／10問 多品種製品のCVP分析①

問１

予想営業利益 9,360,000 円

問２

予想営業利益 8,280,000 円

問３

予想営業利益 7,380,000 円

問４

予想営業利益 4,860,000 円

問５

予想営業利益 5,328,000 円

問６

予想営業利益 4,158,000 円

予想経営資本営業利益率 19.8 ％

問１

⑴　製品Ａ 7,300 個 製品Ｂ 4,380 個 製品Ｃ 2,920 個

⑵　製品Ａ 10,200 個 製品Ｂ 6,120 個 製品Ｃ 4,080 個

問２

　　製品Ａ 18,120,000 円 製品Ｂ 10,872,000 円 製品Ｃ 7,248,000 円
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CHAPTER 03－❽／10問 多品種製品のCVP分析②

CHAPTER 03－❾／10問 全部原価計算におけるCVP分析

問１

製品Ｘの販売量 4,200 個 製品Ｙの販売量 4,200 個

問２

製品Ｘの売上高 3,000,000 円 製品Ｙの売上高 9,000,000 円

問３

製品Ｘの販売量 6,800 個 製品Ｙの販売量 8,500 個

問１

９月の損益分岐点の販売量＝ 4,800 ㎏

問２

９ 月 の 安 全 余 裕 率＝ 20 ％

問３

９月の損益分岐点比率＝ 80 ％



15日商１級　工業簿記・原価計算３　答案用紙

CHAPTER 03－10／10問 経営レバレッジ係数

①　 ％　　　　②　 ％

③　 千円　　　④　 ％

⑤　 　　　　　⑥　 千円

⑦　 千円　　　⑧　

⑨　 高い　・　低い
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CHAPTER 00－●／0問 見出CHAPTER 04－❶／6問 最適セールス・ミックスの決定①

CHAPTER 04－❷／6問 最適セールス・ミックスの決定②

⑴　最適セールス・ミックス

製品Ａ 4,250 個 製品Ｂ 1,875 個

⑵　年間営業利益 9,375,000 円

問１ 製品Ｘ 製品Ｙ

2,400 円 1,520 円

問２ ⑴ ⑵

1,152,000 円 240 時間

問３ 300 個

問４ 192 個

問５ ⑴ ⑵

16 個 23,200 円

問６ 製品Ｘ 製品Ｙ 月間貢献利益総額

480 個 300 個 1,608,000 円

問７ 38,000 円

問８ 366,000 円



17日商１級　工業簿記・原価計算３　答案用紙

CHAPTER 00－●／0問 見出CHAPTER 04－❸／6問 最適セールス・ミックスの決定③

CHAPTER 04－❹／6問 最適セールス・ミックスの決定④

CHAPTER 04－❺／6問 最適セールス・ミックスの決定⑤

問１　最適セールス・ミックス

製品Ａ 4,500 個 製品Ｂ 2,250 個

問２　最適セールス・ミックスのときの年間営業利益 2,800,000 円

問１　

製品Ｔ 4,000 単位 製品Ｃ 1,000 単位

問２　

月間営業利益 2,000,000 円

問３　

製品Ｃの販売単価が 7,500 円未満になると、最適セールス・ミッ

クスは変化する。

問１　

製品Ａ 1,250 個 製品Ｂ 5,000 個 製品Ｃ 4,500 個

月間営業利益額 11,625,000 円

問２　

製品Ｂ１個あたりの貢献利益が 1,218 円より少なくなれば、最適

セールス・ミックスは変化する。
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CHAPTER 00－●／0問 見出CHAPTER 04－❻／6問 最適プロダクト・ミックスの決定

問１　

製品Ａの年間生産・販売量 8,400 個

製品Ｂの年間生産・販売量 4,320 個

年間貢献利益 60,768,000 円

問２　

製品Ａの年間生産・販売量 9,600 個

製品Ｂの年間生産・販売量 1,920 個

設備１の製品Ａ年間生産量 4,800 個

設備１の製品Ｂ年間生産量 1,920 個

設備２の製品Ａ年間生産量 4,800 個

設備２の製品Ｂ年間生産量 0 個

年間貢献利益 62,208,000 円

問３　

製品Ａの年間生産・販売量 8,640 個

製品Ｂの年間生産・販売量 9,600 個

年間貢献利益改善額 12,672,000 円



19日商１級　工業簿記・原価計算３　答案用紙

CHAPTER 00－●／0問 見出CHAPTER 05－❶／2問 予算編成①

（注）　下記の 内には適当な名称を、（　　）内には金額を記入しなさい。

１．×3年度予定損益計算書（単位：万円）

売　　上　　高 （ 240,000 ）

差引：変動売上原価 （ 156,000 ）

変動製造マージン （ 84,000 ）

差引：変動販売費 （ 21,600 ）

貢献利益 （ 62,400 ）

差引：固定費

　　　製造固定費 （ 12,000 ）

　　　販売固定費 （ 13,600 ）

　　　一般管理固定費 （ 16,000 ） （ 41,600 ）

直接原価計算の営業利益 （ 20,800 ）

固 定 費 調 整： （ △200 ）

全部原価計算の営業利益 （ 20,600 ）

差引：支払利息 （ 4,600 ）

経常利益 （ 16,000 ）

差引：法人税等 （ 6,400 ）

　当 期 純 利 益 （ 9,600 ）
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流 動 資 産 流 動 負 債

現 金 （ 23,000 ） 買 掛 金 （ 27,800 ）

売 掛 金 （ 27,000 ） 短期借入金 （ 20,000 ）

製 品 （ 2,800 ） 未払費用 （ 600 ）

材 料 （ 6,400 ） 未払法人税等 （ 6,400 ）

そ の 他 （ 24,000 ） 　流動負債計 （ 54,800 ）

　流動資産計 （ 83,200 ） 固 定 負 債

固 定 資 産 社 債 （ 60,000 ）

土 地 （ 40,000 ） 　負 債 計 （ 114,800 ）

建 物・設 備 （ 196,000 ） 純 資 産

差引：減価償却累計額 （ △19,200 ） 資 本 金 （ 80,000 ）

　固定資産計 （ 216,800 ） 利益準備金 （ 20,000 ）

任意積立金 （ 68,000 ）

繰越利益剰余金 （ 17,200 ）

　純 資 産 計 （ 185,200 ）

資 産 合 計 （ 300,000 ） 負債・純資産合計 （ 300,000 ）

２．×3年度予定貸借対照表（単位：万円）
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CHAPTER 00－●／0問 見出CHAPTER 05－❷／2問 予算編成②

１．20×2年　予定損益計算書（単位：万円）

７月 ８月

売上高 （ 27,000 ） （ 25,200 ）

変動売上原価 （ 20,250 ） （ 18,900 ）

変動製造マージン （ 6,750 ） （ 6,300 ）

変動販売費 （ 630 ） （ 588 ）

貢献利益 （ 6,120 ） （ 5,712 ）

固定費

　製造費 （ 2,800 ） （ 2,800 ）

　販売費・一般管理費 （ 2,280 ） （ 2,280 ）

　　計 （ 5,080 ） （ 5,080 ）

営業利益 （ 1,040 ） （ 632 ）

支払利息 （ 15 ） （ 30 ）

経常利益 （ 1,025 ） （ 602 ）
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２．20×2年　予定貸借対照表（単位：万円）

７月末 ８月末

流動資産

　現金 （ 2,500 ） （ 2,514 ）

　売掛金 （ 13.500 ） （ 12,600 ）

　製品 （ 3,780 ） （ 3,600 ）

　原料 （ 2,496 ） （ 2,460 ）

　　計 （ 22,276 ） （ 21,174 ）

固定資産

　土地 （ 37,500 ） （ 37,500 ）

　建物・設備 （ 66,841 ） （ 65,191 ）

　　計 （ 104,341 ） （ 102,691 ）

資産合計 （ 126,617 ） （ 123,865 ）

流動負債

　買掛金 （ 6,576 ） （ 6,222 ）

　借入金 （ 3,000 ） （ 0 ）

　　計 （ 9,576 ） （ 6,222 ）

固定負債 （ 0 ） （ 0 ）

株主資本

　資本金 （ 90,000 ） （ 90,000 ）

　資本剰余金 （ 22,500 ） （ 22,500 ）

　利益剰余金 （ 4,541 ） （ 5,143 ）

　　計 （ 117,041 ） （ 117,643 ）

負債・純資産合計 （ 126,617 ） （ 123,865 ）
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CHAPTER 00－●／0問 見出CHAPTER 06－❶／6問 セグメント別損益計算書①

事業部別予算損益計算書 （単位：円）
Ⅰ 売 上 高 （ 52,500,000 ）

Ⅱ 変 動 売 上 原 価 （ 26,250,000 ）

変動製造マージン （ 26,250,000 ）

Ⅲ 変 動 販 売 費 （ 3,750,000 ）

貢 献 利 益 （ 22,500,000 ）

Ⅳ 管理可能個別固定費 （ 10,425,000 ）

管理可能利益 （ 12,075,000 ）

Ⅴ 管理不能個別固定費 （ 6,825,000 ）

事業部貢献利益 （ 5,250,000 ）

Ⅵ 本 社 費 配 賦 額 （ 3,000,000 ）

事業部営業利益 （ 2,250,000 ）

（注）　 内には適当な語句を、（　　）内には適当な金額を記入しなさい。
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CHAPTER 00－●／0問 見出CHAPTER 06－❷／6問 セグメント別損益計算書②

CHAPTER 06－❸／6問 資本コスト率の計算

製品別損益計算書 （単位：千円）
製品Ａ 製品Ｂ 製品Ｃ 合　計

売 上 高 800,000 400,000 500,000 1,700,000

変動売上原価 （ 320,000 ）（ 140,000 ）（ 200,000 ）（ 660,000 ）

変動販売費 （ 95,000 ）（ 80,000 ）（ 100,000 ）（ 275,000 ）

貢 献 利 益（ 385,000 ）（ 180,000 ）（ 200,000 ）（ 765,000 ）

個別固定費 （ 120,000 ）（ 36,000 ）（ 68,000 ）（ 224,000 ）

セグメント・マージン（ 265,000 ）（ 144,000 ）（ 132,000 ）（ 541,000 ）

共通固定費 （ 490,000 ）

営 業 利 益 （ 51,000 ）

貢献利益率 （ 48.125）％ （ 45）％ （ 40）％ （ 45）％

税引後加重平均資本コスト率 8.1 ％
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CHAPTER 00－●／0問 見出

問１　

問２　Ｙ事業部長の業績測定尺度

投下資本利益率 31.875 ％ 残余利益 11,940,000 円

問３　Ｙ事業部自体の業績測定尺度

投下資本利益率 7.5 ％ 残余利益 450,000 円

CHAPTER 06－❹／6問 セグメントの業績測定①

事業部別損益計算書 （単位：円）
売 上 高 （ 90,000,000 ）

変 動 費 （ 58,500,000 ）

貢 献 利 益 （ 31,500,000 ）

管理可能個別固定費 （ 16,200,000 ）

管 理 可 能 利 益 （ 15,300,000 ）

管理不能個別固定費 （ 4,050,000 ）

本 社 費 配 賦 額 （ 3,750,000 ）

税引前事業部純利益 （ 7,500,000 ）

法 人 税 負 担 額 （ 750,000 ）

税引後事業部純利益 （ 6,750,000 ）
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問４　
事業部別損益計算書 （単位：円）

売 上 高 （ 90,000,000 ）

変　　　 動　　　 費 （ 58,500,000 ）

貢　  献  　利  　益 （ 31,500,000 ）

管理可能個別固定費 （ 16,200,000 ）

管 理 可 能 利 益 （ 15,300,000 ）

管理可能投資額の資本コスト （ 5,040,000 ）

管理可能残余利益 （ 10,260,000 ）

管理不能個別固定費 （ 4,050,000 ）

本 社 費 配 賦 額 （ 3,750,000 ）

管理不能投資額の資本コスト （ 1,260,000 ）

税引前事業部純残余利益 （ 1,200,000 ）

法 人 税 負 担 額 （ 750,000 ）

税引後事業部純残余利益 （ 450,000 ）
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CHAPTER 00－●／0問 見出CHAPTER 06－❺／6問 新規投資案の採否

（注）　｛　　｝内の不要な文字を二重線で消しなさい。

問１

税引後残余利益 3,390,000 円

問２

投下資本利益率 15 ％

よって、このプロジェクトを採用
す　る

しない ⎭
⎬
⎫

⎭
⎬
⎫

べきである。

問３

税引後残余利益 2,948,400 円

よって、このプロジェクトを採用
す　る

しない ⎭
⎬
⎫

⎭
⎬
⎫

べきである。

なぜなら、採用前の税引後残余利益よりも 441,600 円だけ

増加

減少 ⎭
⎬
⎫

⎭
⎬
⎫

するからである。
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CHAPTER 06－❻／6問 セグメントの業績測定②

① （％）

② （％）

③ （％）

④ （万円）

⑤ 比率よりも金額　　　　金額よりも比率
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CHAPTER 07－❶／5問 予算実績差異分析①

 　営業利益差異分析表（総額分析）　 （単位：円）

１．予算の営業利益………………………………………………………… 　1,700,000　）

２．製品販売価格差異………………〔－〕（　246,000　）

３．製品販売数量差異………………〔－〕（　210,000　）

４．売上高差異（２＋３） ………………………………………〔－〕（　0,456,000　）

５．変動売上原価価格差異…………〔＋〕（　164,000　）

６．変動売上原価数量差異…………〔＋〕（　090,000　）

７．変動売上原価差異（５＋６） ………………………………〔＋〕（　0,254,000　）

８．変動販売費価格差異……………〔－〕（　041,000　）

９．変動販売費数量差異……………〔＋〕（　018,000　）

10．変動販売費差異（８＋９） …………………………………〔－〕（　0,023,000　）

11．貢献利益差異（４＋７＋10） ………………………………〔－〕（　0,225,000　）

12．製造固定費差異…………………〔＋〕（　020,000　）

13．販売・一般管理固定費差異……〔－〕（　025,000　）

14．固定費差異（12＋13） ………………………………………〔－〕（　0,005,000　）

15．差異合計（11＋14） …………………………………………〔－〕（　0,230,000　）

16．実際の営業利益（１＋15） …………………………………〔－〕（　　1,470,000）

（注） 　〔　　〕内には、予算の営業利益に加算する場合は＋の記号を、控除する場合

には－の記号を記入しなさい。
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 　営業利益差異分析表（純額分析）　 （単位：円）

１．予算の営業利益………………………………………………〔－〕（　　1,700,000）

２．販売価格差異…………………………………………………〔－〕（　0,246,000　）

３．販売数量差異…………………………………………………〔－〕（　0,102,000　）

４．変動費差異……………………………………………………〔＋〕（　0,123,000　）

５．製造固定費差異………………………………………………〔＋〕（　0,220,000　）

６．販売・一般管理固定費差異…………………………………〔－〕（　0,225,000　）

７．実際の営業利益………………………………………………〔－〕（　　1,470,000）

（注） 　〔　　〕内には、予算の営業利益に加算する場合は＋の記号を、控除する場合

には－の記号を記入しなさい。
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CHAPTER 07－❷／5問 予算実績差異分析②

問１

問２

　　　　　 　製品別実際損益計算書　 （単位：千円）
製品Ｘ 製品Ｙ 合 計

売 上 高 （ 546,000 ）（ 384,000 ）（ 930,000 ）
標準変動費：
製 造 原 価 （ 365,400 ）（ 216,000 ）（ 581,400 ）
販　売　費 （ 35,700 ）（ 12,480 ）（ 48,180 ）
計 （ 401,100 ）（ 228,480 ）（ 629,580 ）

標準貢献利益 （ 144,900 ）（ 155,520 ）（ 300,420 ）
標準変動費差異 （ 3,000 ）（ 9,080 ）（ 12,080 ）
実際貢献利益 （ 147,900 ）（ 164,600 ）（ 312,500 ）
固 定 費 （ 192,500 ）
営 業 利 益 （ 120,000 ）

 　差　異　分　析　表　 （単位：千円）

製品Ｘ 製品Ｙ 合　計

販売価格差異 21,000（有利、不利） 48,000（有利、不利） 27,000（有利、不利）

売上高販売数量差異 25,000（有利、不利） 18,000（有利、不利） 7,000（有利、不利）

変動費販売数量差異 19,100（有利、不利） 9,520（有利、不利） 9,580（有利、不利）

標準変動費差異 　（有利、不利） 　（有利、不利） 　（有利、不利）

固 定 費 差 異 ─　（有利、不利） ─　（有利、不利） 2,500（有利、不利）

合　計 ─　（有利、不利） ─　（有利、不利） 20,000（有利、不利）

（注 ）（　　）内の「有利」または「不利」を で囲みなさい。差異が０の場合に
は で囲む必要はない。
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CHAPTER 07－❸／5問 予算実績差異分析③

（注）　下記の（　　）内には計算した数値を、〔　　〕内には20×1年度営業利益（ま

たは経営資本営業利益率）に加算する場合は＋の記号を、控除する場合は－の記

号を記入しなさい。

問１　20×1年度と比較して、20×2年度の営業利益は（　268,800　）円減少した。

問２　20×1年度と比較して、20×2年度の経営資本営業利益率は（　　2.79　　）％減少

した。

問３

 　営業利益差異分析表　 （単位：円）

１．20×1年度営業利益 …………………………………………………（　1,324,800　）

２．製品販売価格差異………………〔－〕（　960,000　）

３．市場総需要量差異………………〔－〕（　240,000　）

４．市場占拠率差異…………………〔＋〕（　720,000　）

５．製品販売数量差異（３＋４） …〔＋〕（　480,000　）

６．売上高差異（２＋５） ………………………………………〔－〕（　0.480,000　）

７．変動売上原価価格差異…………〔＋〕（　192,000　）

８．変動売上原価数量差異…………〔－〕（　300,000　）

９．変動売上原価差異（７＋８） ………………………………〔－〕（　0.108,000　）

10．変動販売費価格差異……………〔－〕（　192,000　）

11．変動販売費数量差異……………〔－〕（　032,000　）

12．変動販売費差異（10＋11） …………………………………〔－〕（　0.224,000　）

13．貢献利益差異（６＋９＋12） ………………………………〔－〕（　0.812,000　）

14．製造固定費差異…………………〔＋〕（　499,200　）

15．販売・一般管理固定費差異……〔＋〕（　044,000　）

16．固定費差異（14＋15） ………………………………………〔＋〕（　0.543,200　）

17．差異合計（13＋16） …………………………………………〔－〕（　0.268,800　）

18．20×2年度営業利益 …………………………………………………（　1,056,000　）



33日商１級　工業簿記・原価計算３　答案用紙

問４

 　経営資本営業利益率差異分析表　 （単位：％）

１．20×1年度経営資本営業利益率 …………………………………………（　11.04　）

２．売上高営業利益率差異………………〔－〕（　1.65　）

３．経営資本回転率差異…………………〔－〕（　1.14　）

４．差異合計（２＋３） ………………………………………………〔－〕（　02.79　）

５．20×2年度経営資本営業利益率 …………………………………………（　08.25　）
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CHAPTER 07－❹／5問 予算実績差異分析④

問１

問２

⑴ 製品Ｘ 8,250,000　円　 製品Ｙ 3,936,000　円　

⑵ 3,886,000　円

⑶ 製品Ｘ 2,200　単位 製品Ｙ 1,640　単位

⑴ 製品Ｘ 27,000,000　円（U） 製品Ｙ 16,575,000　円（U）

⑵ 製品Ｘ 18,600,000　円（U） 製品Ｙ 13,072,000　円（U）

⑶ 968,200　円（Ｆ）

⑷ 4,813,200　円（Ｆ）

⑸ 製品Ｘ 600,000　円（U） 製品Ｙ 425,000　円（U）

⑹ 製品Ｘ 750,000　円（Ｆ） 製品Ｙ 144,000　円（Ｆ）

⑺ 製品Ｘ 3,000,000　円（Ｆ） 製品Ｙ 144,000　円（Ｆ）

⑻ 製品Ｘ 2,250,000　円（U） 製品Ｙ 0　円（－）

（注 ）（　　）内に、有利差異であれば「Ｆ」、不利差異であれば「Ｕ」と記入し
なさい。なお、差異が０の場合は「─」と記入すればよい。
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CHAPTER 07－❺／5問 予算実績差異分析⑤

（注）　計算した差異につき、有利な差異は＋、不利な差異には－の記号を（　　）内

につけなさい。差異金額は、千円単位で記入すること。

問１　等級別売上高の予算・実績総差異（単位：千円）

等級 総　差　異

Ｆ （＋） 4,440

Ｂ （－） 31,600

Ｅ （－） 18,600

合計 （－） 8,560

等級 等級別航空運賃差異 等級別発券枚数差異

Ｆ （－） 4,560 （＋） 9,000

Ｂ （－） 7,600 （－） 24,000

Ｅ （－） 52,896 （＋） 71,496

合計 （－） 65,056 （＋） 56,496

等級 等級別セールス・ミックス差異 等級別総発券枚数差異

Ｆ （＋） 0 （＋） 9,000

Ｂ （－） 45,600 （＋） 21,600

Ｅ （＋） 16,416 （＋） 55,080

合計 （－） 29,184 （＋） 85,680

市場占有率差異＝ （＋） 135,660 千円

市場総需要量差異＝ （－） 49,980 千円

問２　等級別航空運賃差異と等級別発券枚数差異（単位：千円）

問３　等級別セールス・ミックス差異と等級別総発券枚数差異（単位：千円）

問４
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CHAPTER 08－❷／7問 特別注文の引受可否②

CHAPTER 08－❶／7問 特別注文の引受可否①

（注）　｛　　｝内の不要な文字を二重線で消去し、（　）内には金額を記入しなさい。

問１

　新規注文を引き受けた場合、利益が（　1,350,000　）円
増加

減少 ⎭
⎬
⎫

⎭
⎬
⎫

するので、

受注すべきで
ある

ない ⎭
⎬
⎫

⎭
⎬
⎫

。

問２

　新規注文を引き受けた場合、利益が（　0,450,000　）円
増加

減少 ⎭
⎬
⎫

⎭
⎬
⎫

するので、

受注すべきで
ある

ない ⎭
⎬
⎫

⎭
⎬
⎫

。

問３

　12,000個の販売単価を引き下げた場合、（　
0,00
3,888　）円/個までならば、新

規注文の引受けは当社にとって有利である。

この注文を受けると、利益が 150,000 円
増加

減少 ⎭
⎬
⎫

⎭
⎬
⎫

するので、

注文を
受ける

断　る ⎭
⎬
⎫

⎭
⎬
⎫

べきである。

（注）　｛　　 } 内の不要な文字を二重線で消すこと。
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CHAPTER 08－❸／7問 内製か購入か①

（注）　下記の 内には適切な数値を記入し、｛　　｝は不要な語句を二重線で

消去しなさい。

問１　 900 個

問２

購入する方が内製するよりも原価が ⑤ 180,000 円
高い

低い ⎭
⎬
⎫

⎭
⎬
⎫

ので

内製

購入 ⎭
⎬
⎫

⎭
⎬
⎫

すべきである。

問３

部品Ｒの購入価格が ⑤ 5,000 円/個より高ければ、内製する方が

有利である。
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CHAPTER 08－❺／7問 追加加工の要否

（注）　下記の 内に、該当する数字を記入し、不要な文字を二重線で消去しな

さい。

追加加工を行うことにより、利益が 522,000 円
増加

減少 ⎭
⎬
⎫

⎭
⎬
⎫

するので、

追加加工すべきで
ある

ない ⎭
⎬
⎫

⎭
⎬
⎫

。

（注）　下記の 内に、該当する数字を記入し、「高い・低い」および「有利・

不利」のいずれか不要なものを二重線で消去しなさい。

問１

Ａ案のほうが、Ｂ案よりも原価が 520 万円
高い

低い ⎭
⎬
⎫

⎭
⎬
⎫

ので、

Ａ案のほうが
有利

不利 ⎭
⎬
⎫

⎭
⎬
⎫

である。

問２

部品Ｐの年間必要量が 3,601 個以上ならばＡ案のほうが

有利

不利 ⎭
⎬
⎫

⎭
⎬
⎫

である。

問３

Ａ案のほうが、Ｃ案よりも原価が 80 万円
高い

低い ⎭
⎬
⎫

⎭
⎬
⎫

ので、

Ａ案のほうが
有利

不利 ⎭
⎬
⎫

⎭
⎬
⎫

である。

CHAPTER 08－❹／7問 内製か購入か②
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CHAPTER 08－❻／7問 経済的発注量の計算

問１

⑴　Ｍ材料の１回あたりの発注費＝ 12,000 円

⑵　Ｍ材料の１個あたりの年間保管費＝ 1,000 円

⑶　Ｍ 材 料 の 経 済 的 発 注 量＝ 1,000 個

問２　（注）該当する文字を○で囲みなさい。

乙案のほうが、甲案よりも原価が 12,500 円
高

低 ⎭
⎬
⎫

⎭
⎬
⎫

く、

不利

有利 ⎭
⎬
⎫

⎭
⎬
⎫

である。

問３

⑴　問１の経済的発注量を採用したときの、

値引を受けられないことによる年間の機会損失＝ 10,500,000 円

⑵　１回に5,000個ずつ発注する場合の、年間保管費＝ 2,455,000 円

⑶　１回に 5,000 個ずつ発注するのが最も有利である。なぜなら

ば、このときの発注費、保管費および機会損失の年間合計額が

4,055,000 円となり、この年間合計額が他の発注量で発注するより

も最低となるからである。
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CHAPTER 08－❼／7問 機会原価概念

問１

⑴　  個

⑵　  円

⑶　  円

⑷　  円

問２

　製品Ｂの製造・販売を開始した後に、購入済みの材料ａを使って製品Ａを1,200個

製造、販売することは、製品Ｂのみを製造、販売する場合に比べて

 円 
有利

不利⎭
⎬
⎫

　　（いずれかを○で囲む）

問３

　付属品をレンタルしない場合と比べて、この付属品をレンタルするほうが、１か

月あたり

 円 
有利

不利⎭
⎬
⎫

　　（いずれかを○で囲む）
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CHAPTER 09－❶／15問 設備投資の意思決定モデル①

（注）　（　　）内は適切な文字を○で囲むこと。

問１

問２

問３

正味現在価値 順位 判　　断

Ａ (－) 143.4　万円 3 採用すべきで（　ある　・　ない　）

Ｂ (－) 235.5　万円 1 採用すべきで（　ある　・　ない　）

Ｃ (+) 191.8　万円 2 採用すべきで（　ある　・　ない　）

収 益 性 指 数 順位 判　　断

Ａ 0.98 3 採用すべきで（　ある　・　ない　）

Ｂ 0.96 1 採用すべきで（　ある　・　ない　）

Ｃ 1.04 2 採用すべきで（　ある　・　ない　）

内 部 利 益 率 順位 判　　断

Ａ 5　％ 2 採用すべきで（　ある　・　ない　）

Ｂ 4　％ 3 採用すべきで（　ある　・　ない　）

Ｃ 8　％ 1 採用すべきで（　ある　・　ない　）
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CHAPTER 09－❷／15問 設備投資の意思決定モデル②

CHAPTER 09－❸／15問 設備投資の意思決定モデル③

（注）　｛　　｝内の不要な文字を二重線で消しなさい。

問１　正味現在価値 (+)161,420 円　投資すべきで
ある

ない ⎭
⎬
⎫

⎭
⎬
⎫

。

問２　内部利益率 (+)161,420 ％　投資すべきで
ある

ない ⎭
⎬
⎫

⎭
⎬
⎫

。

問１

⑴　毎年の純現金収入の平均を使用する方法

⑵　年々の純現金収入の累積額を使用する方法

問２

回　収　期　間

Ａ 年

Ｂ 年

Ｃ 年

回　収　期　間

Ａ 年

Ｂ 年

Ｃ 年

投下資本利益率

Ａ ％

Ｂ ％

Ｃ ％
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CHAPTER 09－❹／15問 設備投資の意思決定モデル④

CHAPTER 09－❺／15問 新規投資の意思決定①

問１

　投資案Ｇの回収期間＝ 年

〈計算過程〉

　　投資の回収期間：12,000万円÷（6,200万円－3,000万円）＝４年

問２

　投資案Gの正味現在価値＝ 万円

　したがってこの案は、
採用すべきである。

採用すべきでない。⎭
⎬
⎫

　（不要な文字を消しなさい）

〈計算過程〉

　　正味現在価値：（6,222万円－3,200万円）×3,9926－12,000万円＝（－）22.2万円

問１　法人税の支払いを考慮しない場合のキャッシュ・フロー

問２　法人税の支払いを考慮する場合のキャッシュ・フロー

問３

　正味現在価値　　　＋11,494,34　千円　

したがって、この投資案は採用すべきで（　ある　、　ない　）。

（不要な文字を消しなさい）　　

（単位：千円）
第０年度末 第１年度末 第２年度末 第３年度末 第４年度末 第５年度末

（  50,000  ） 20,000 20,000 20,000 20,000 23,000

（単位：千円）
第０年度末 第１年度末 第２年度末 第３年度末 第４年度末 第５年度末

（  50,000  ） 15,600 15,600 15,600 15,600 19,400
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CHAPTER 09－❻／15問 新規投資の意思決定②

CHAPTER 09－❼／15問 自動化投資の意思決定①

CHAPTER 09－❽／15問 自動化投資の意思決定②

CHAPTER 09－❾／15問 取替投資の意思決定①

⑴　年利率８％、期間が５年間の年金現価係数は、（　3.9926　）である。

⑵　所要年間人件費の節約額は（　01,296　）万円以上である。

　自動機械を導入（FA化）すれば、手作業と比べて（　36　）万円だけ
有利

不利 ⎭
⎬
⎫

⎭
⎬
⎫

となるので、導入すべきで
ある

ない ⎭
⎬
⎫

⎭
⎬
⎫

。

（注）　｛　　｝内の不要な文字を二重線で消去しなさい。

（注）下記の『　　』の中には流出額を、（　　）の中には流入額を記入しなさい。

問１　この投資案の年々の税引後の純増分現金流出額と流入額（単位：億円）

問２　この投資案の正味現在価値＝（　32.3845　）億円

問３　この投資案の内部利益率＝（　0007.14　）％

T0 T1 T2 T3 T4 T5

『  995.3  』（   204   ） （   225   ） （   294   ） （   240   ） （   265   ）

　投資案Ｑの正味現在価値＝ 万円

　したがってこの案は、
採用すべきである。

採用すべきでない。⎭
⎬
⎫

　　（不要な文字を消しなさい）
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CHAPTER 09－10／15問 取替投資の意思決定②

CHAPTER 09－11／15問 取替投資の意思決定③

　Ｘ設備をＹ設備に取り替えたほうが、正味現在価値が 千円

　だけ
大きいので、

小さいので、⎭
⎬
⎫

Ｘ設備をＹ設備に
取り替えるべきである。

取り替えるべきでない。⎭
⎬
⎫

　　（不要な文字を二重線で消しなさい）

問１　各設備の税引後キャッシュ・フロー

問２　各設備の正味現在価値とその差額

したがって、Ｙ設備に
取り替えるべきである。

取り替えるべきではない。 ⎭
⎬
⎫

⎭
⎬
⎫

（注）　｛　　｝内の不要な文字を二重線で消しなさい。

（単位：万円）
第０年度末 第１年度末 第２年度末 第３年度末

Ｙ　設　備 △4,200 +0.150 △0.930 △0.330

Ｘ　設　備 ―― △2,360 △2,360 △1,760

（単位：万円）
Ｙ　設　備 Ｘ　設　備 差額（Ｙ設備－Ｘ設備）

正味現在価値 △5,080 △5,418 +0.337
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（注）　下記の 内には適切な数値を記入し、｛　　｝内の不要な文字を二重線で

消しなさい。

問１

損益分岐点の販売量＝ 個

問２

年間生産量が 個以上であれば、
Ｓ社製設備

Ｔ社製設備 ⎭
⎬
⎫

⎭
⎬
⎫

の

ほうが有利である。

CHAPTER 09－12／15問 取替投資の意思決定④

CHAPTER 09－13／15問 反復投資による意思決定①

問１　法人税の影響を考慮せず、旧機械を売却処分し、新機械を購入する場合の正味

現在価値

＝ 万円

問２　法人税の影響を考慮しつつ、旧機械を売却処分し、新機械を購入する場合の正

味現在価値

＝ 万円

問３　法人税の影響を考慮しつつ、旧機械の売却を考えずに、旧機械をそのまま使用

する場合の

正味現在価値＝ 万円

問４　問２で計算した新機械の正味現在価値－問３で計算した旧機械の正味現在価値

＝ 万円

したがって新機械に取り替えるほうが、
有利である。

不利である。⎭
⎬
⎫

　

（不要な文字を消しなさい）
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CHAPTER 09－14／15問 反復投資による意思決定②

CHAPTER 09－15／15問 リースか購入かの意思決定

（注）　｛　　｝内の不要な文字を二重線で消しなさい。

問１

したがって、｛　Ｘ設備　、　Ｙ設備　｝を導入すべきである。

問２　設備稼働費が年間　　1,204　万円以下であれば、Ｙ設備のほうが有利となり

ます。

正味現在価値：

　Ｘ　設　備 －19,991  万円

　Ｙ　設　備 －10,240  万円

購入する場合の正味現在価値　　　 万円

リースする場合の正味現在価値　　 万円

設備を
購　入

リース ⎭
⎬
⎫

⎭
⎬
⎫

する場合の方が 万円有利である。

（注）　｛　　｝内の正しい方の文字を○で囲みなさい。
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CHAPTER 10－❶／4問 品質原価計算①

CHAPTER 10－❷／4問 品質原価計算②

①　 　　 1,320 万円

②　 　　 1,320 万円

③　 　　 1,320 万円

④　 　　 1,320 万円

①　 原価　　　②　 円

③　 原価　　　④　 円

⑤　 円　　　　

⑥　 円　　　　⑦　 有利　・　不利
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CHAPTER 10－❸／4問 活動基準原価計算①

製 品 Ａ Ｂ Ｃ

単位あたり原価 円 円 円

製 品 Ａ Ｂ Ｃ

単位あたり原価 円 円 円

製 品 Ａ Ｂ Ｃ

単位あたり原価 円 円 円

問１　変更前の原価計算方式（直接作業時間基準）による各製品の単位あたり原価

変更後の原価計算方式（機械運転時間基準）による各製品の単位あたり原価

問２　新しい原価計算方式（活動基準原価計算）による各製品の単位あたり原価

CHAPTER 10－❹／4問 活動基準原価計算②

製品Ｘ（200個） 製品Ｙ（120個） 合　計

顧客Ａへの売上原価 836,200　円 660,400　円 1,496,600　円


